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Synopsis  

Inneedofawatertowerrepairingapartofthelawnin Yokohama NationalUni－  
VerSltyWaSdamagedbytramplingoftrucksfortwomonths．Theoribatidmitefauna  

wasinvestigatedonthethreestationsinthelawn：A）theundamagedlawn，B）the  

weaklydamagedlawn，andC）thestronglydamagedlawn．Theaveragenumberof  

speciesandtheaveragedensityoforibatidmitesare13speciesand27．2／25cm2inthe  

undamagedstationA，Whilethesevaluesareverylowintheremaining two stations，  

only4speciesand5．4／25cm2instationB，andonly3speciesand3．0／25cm2instation  

C．Among170ribatid species found there，Only one species Rostrozetes ouulum  

BerlesedidnotdisappeareveninthedamagedstationsBandCanditseemstobe an  
exceptlOnalspecieswhichisunaffectedbythetramplingofheavycars．  

2．調査法  

調査地は横浜国立大学環境科学研究センター南側に  

広がる芝地で，定期的な刈り取りのはかには薬剤散布  

などの処理は行っていない。調査は工事用大型車の  

芝地への毎日の進入が始まってから2ケ月後の1993年  

6月4日に以下の3地点を選定して行った。   

A地点：車両の進入がまったくなかった場所。人間  

の歩行による踏み付けは多少ある。ノシバ  

が密生し，ニワゼキショウが混じる（図1  

A，図4）。   

B地点：車両が1～2回通過し，轍（わだち）は残っ  

ているが，裸地にはならず，芝が半分ほど  

枯死している（図1B，図5）。   

C地点：毎日車両が通過し，全面に轍が残り，土は  

担ねられ，芝は姿を消し裸地化している  

（図1C，図2，図3，図6）。   

土壌試料の採取は5×5×深さ4cmのステンレス  

製の採土缶を地面に打ち込んで行い，それぞれの地点  

で5個ずつ，計15個を採取した。これらの土壌試料は  

直ちにツルグレン装置（ORIBATEC－3010型）に投  

入し，60W電球で3日間照射し，ダニ抽出を行った。   

1．緒 言  

踏圧が草地の土壌中に生息するダニ類に与える影響に  

関しては，日本でもいくつかの調査例がある（Harada  

and Aoki，1979；Ito，1980；青木1983）。しかし，  

これらの研究ではいずれも人間による長期間の踏み付  

けの影響を調べたものである。   

今回の調査は，横浜市保土ヶ谷区の横浜国立大学構  

内の芝地に給水塔の補修工事のために乗り入れた大型  

車両の影響を見ようとしたものである。人間よりもは  

るかに重量の大きい物体による短期間の踏み付けの影  

響を調べた点で，従来の調査とは少し意味を異にする  

ものである。   
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3．結 果  

調査の結果，表1にみられるように計17種のササラ  

ダニ類が得られたが，その種数や生息密度は地点によっ  

て大いに異なっていた。車両による踏み付けが全くな  

かった地点Aでは13種，平均生息密度27．2／25cm2と  

最も高かった。A地点での優占種はツノコソデダニ  

（30．9％），クワガタダニ（14．6％），フトゲナガヒワダ  

ニ（11．4％），コンボウオトヒメダニ（8．9％），チビゲフ  

リソデダニ（8．1％），オトヒメダニの一種（8．1％）で  

あった。車両による踏み付けが少しあったB地点では，  

4種，平均生息密度5．4／25cm2，踏み付けが大きかっ  

図’1～6．調査地点の現況．1：調査地全景．A）車両進入のない場所（地点A）．B）車両進  

入が1～2回程度の場所（地点B）．C）車両進入がたびたび行われた場所（地点C）．  

2～3：毎日の車両進入により芝が消滅した場所．4：芝が損傷を受けていない地点  

（地点A）．5：芝がやや損傷を受けた地点（地点B）．6：全面にタイヤの轍がつき，  

芝が完全に消失した地点（地点C）．   
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そこに生息するササラダニ類を全滅に近い状態にして  

しまうことが分かった。   

しかし，ササラダニ類の中でもツノコソデダニだけ  

は踏圧に対してかなりの抵抗力をもっているようで，  

B，C両地点でもかなりの数がみられた。本種の凹穴  

構造をもった堅い体表構造に皐って，踏圧に耐えられ  

るのかもしれない。   

実は，今から17年前の1976年，今回と同じ場所で調  

査が行われている（HaradaandAoki，1979）。当時  

はこの草地は周辺にヨモギ，アレチマツヨイ，ススキ  

などが生じており，現在のように一面がシバではなかっ  

た。したがって，ササラダニの種組成もかなり変化し  

ているはずである。その比較を行ってみると，クワガ  

タダニ，コンボウオトヒメダニ，コノハウスギヌダニ，  

ヒメハラミゾダニ，ツノコソデダニなどは現在も残存  

している。一方，ノトグルマヒワダニ，ニセコイタグ  

たC地点では，3種，平均生息密度3．0／25Cm2と  

きわめて低い値を示した。B，C地点ともに優占種は  

ツノコソデダニであった。   

4．考 察  

調査には入る前の予測では，毎日大型車両のタイヤ  

により踏み付けられ芝が完全に姿を消したC地点では，  

ササラダニ類の生息も皆無の状態であると思われたが，  

わずかながら生息が認められた。また，車両による踏  

み付けの程度が軽く，芝が残っているB地点では踏み  

付けのないA地点の半分はどのダニが生息していると  

思われたが，実際にはC地点と同じくらいダニが激減  

していた。見た目にはB地点の環境破壊はそれはど強  

くなさそう■であったが，人間による踏み付けと違い，  

一時的にせよ重量の大きい大型車柄による踏み付けは，  

表1車両による踏み付け圧の異なる芝地のササラダニ類．  

表中の数値は5×5×深さ4cmの土壌試料あたりの個体数をあらわす．  

調 査 地 点   A   B   C   

踏み付け圧   無   小   大   

試 料 記 号   a b c d e  a b c d e  a b C de   

クワガタダニ recわCep九e乙↓SUeZα£比S   4 3 3   8   

フトゲナガヒワダニ 且b／りpOC如んoJIZ比SCrαSSZse孟乙ger   7 7   

コンボウオトヒメダニ 5cんeZorよわα£es∠α£わes   6  1 2 2   

オトヒメダニの一種 5cんegor∠わα£essp．   4   4 2   

チビゲフリソデダニ rrZcんogαg比m花α几岬pO71よcα   3 1 4   2   

ハバビロオトヒメダニ Scんegorよわq己esgαeU乙gα乙比S   2  11 5   

ヤマトクモスケダニ 且re7乃0わegあαノ叩07tよcα   2 11   

ヤマサキオニダニ 〃e汀血0とんr昆SγαmαSαゐよ∠   1  2   

ハナビラオニダニ Ⅳ0£九「比Sわよc∠gZαと比S   11   

ハルナフリソデダニ PeJ官αJαm花αα如rα   

ヒョウタンイカダニ 刀0∠∠cんeremαe乙JSe′or乙gα£㍑S   

クモガタダルマヒワダニβrαCんッcん£加花∠㍑SeJsos7ほαde7tS云s   

ネンネコダニ Pegop£㍑g比Sαmer∠cα花弘S   

コノハウスギヌダニ Geわpocんとん071Z比S斤071d擁r   3   

ヒメハラミゾダニ 塾沼0んmα花花よαpα′gZdαpαC漬cα  

ヒメへ・ソイレコダニ 月んッso己r∠ 

トウキョウツブダニの一種 月αm㍑SeggαSp．   

ツノコソデダニ  月os王roze£esou比g比m  551189  1510  4 6   

ササラダこ若虫 oribatidlarvae   6 7   1 4   11   

計   26 9213941  0 1 0 620  0 0 0 6 9  
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ニ，カブトダニなどは今回の調査ではみられず，代わ  

りにチビゲフリソデダニ，ヤマトクモスケダニ，ヤマ  

サキオニダニ，ヒョウタンイカダニ，ヒメへソイレコ  

ダニなどが出現した。ツノコソデダニは前回の調査で  

も踏圧の比較的小さいススキ，アレチマツヨウ，ヨモ  

ギなど丈の高い草地では少なく，踏圧の大きい芝地で  

多く出現しているところから，むしろ踏み固められた  

土壌を好む種であることが推察され，そのことは今回  

の調査で立証されたと思われる。  

Ito（1980）の調査では，調査地が陣馬山の山頂近く  

（標高740m）であったせいか，暖地系のツノコソデダ  

ニは踏圧の大きい場所にも出現しておらず，代わりに  

チビゲフリソデダニとクワガタダニ属のものが優占種  

となっている。しかし，標高の低いゴルフ場（大秦野  

カントリークラブ）における調査（青木，1983）でも，  

人に踏まれるラフのところでチビゲフリソデダニとク  

ワガタダニが優占種になっている。踏圧の大きい土壌  

にツノコソデダニが出現するかどうかば，なにか別の  

要因によって決まるのであろう。  

図7．大きい踏圧の加わった地点にも残存するツノコソデダニ Rostrozetesouulum（Berlese）．   

5．要 約  

大型車両の進入により踏圧を加えられた芝地土壌の  

ササラダニ類を調査した結果，次のことが分かった。  

（1）車両の進入がなかった地点の芝地からは，13種の  

ササラダニが見出だされた。その生息密度は25cm2  

×深さ4cmに約27頑であった。  

（2）繰り返し車両の進入を受けてシバの消失した地   

点はもちろん，1～2回だけの進入によりシバの残   

存している地点ですら，ササラダニ類は激減した。  

（3）はとんどのササラダニの種が消滅に近い状態に  

あっても，ツノコソデダニのみはかなり残存して   

おり，本種は踏圧に対して強い種と考えられる。   
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